
イラスト・多田健一郎

◇
柴
田
町
（
８
月
１
日
）
生
涯
学
習
課

長
兼
し
ば
た
の
郷
土
館
長
兼
町
図
書
館
長

事
務
取
扱
（
生
涯
学
習
課
長
）
池
田
清
勝

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
（
し
ば
た
の
郷
土

館
長
兼
町
図
書
館
長
）
加
藤
栄
一

（
７
月

日
）
退
職

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
長
斎
藤
良
美
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
影
響
で
、

日
ま
で

に
新
た
に
中
止
や
延
期
が
決
ま

っ
た
催
事
は
次
の
通
り
。

◇
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名
取
市
消
防
本
部
は

日
、

水
難
救
助
に
貢
献
し
た
と
し

て
、
仙
台
市
若
林
区
の
自
営
業

渡
辺
正
人
さ
ん

と
大
河
原

町
の
配
管
工
鈴
木
慎
也
さ
ん

ら
に
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

名
取
市
の
閖
上
港
で
５
月
６

日
に
起
き
た
水
難
事
故
で
、
渡

辺
さ
ん
ら
３
人
が
服
を
つ
な
い

で
ロ
ー
プ
代
わ
り
に
し
、
海
に

転
落
し
た
男
性
を
救
助
。
鈴
木

さ
ん
は
同

日
に
閖
上
港
で
あ

っ
た
水
難
事
故
で
海
に
飛
び
込

み
、
う
つ
ぶ
せ
で
浮
い
て
い
た

転
落
者
を
あ
お
む
け
に
し
て
消

防
関
係
者
に
引
き
継
い
だ
。

市
消
防
本
部
で
あ
っ
た
贈
呈

式
で
、
高
橋
隆
一
消
防
長
が
感

謝
状
を
手
渡
し
「
ど
ち
ら
も
干

潮
の
時
間
帯
で
潮
の
流
れ
が
速

く
、
居
合
わ
せ
た
人
が
救
助
し

な
け
れ
ば
転
落
者
は
沖
に
流
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
。
適
切
な

判
断
と
勇
気
あ
る
行
動
で
命
を

救
っ
て
く
れ
た
」
と
述
べ
た
。

鈴
木
さ
ん
は
「
無
我
夢
中
だ

っ
た
。
後
か
ら
考
え
る
と
少
し

怖
い
が
、
（
転
落
者
が
）
助
か

っ
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

水難救助勇気に感謝
名取市消防本部仙台の男性ら表彰

感謝状を受け取る鈴木さん（左）

企業紹介のＤＶＤを視聴する一迫商高生

栗
原
市
の
一
迫
商
高
で
、
就

職
希
望
の
３
年
生

人
が
市
製

作
の
企
業
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
く
り

は
ら
ジ
ョ
ブ
・
フ
ェ
ア
２
０
２

０
」
を
視
聴
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受

け
、
今
年
の
フ
ェ
ア
は
ホ
ー
ル

で
の
開
催
を
見
送
り
、
代
替
と

し
て
市
内
に
事
業
所
や
工
場
の

あ
る

社
の
紹
介
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

収
録
し
た
。

生
徒
た
ち
は

日
、
会
社
見

学
の
マ
ナ
ー
の
説
明
を
聞
い
た

後
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
た
。
仕

事
内
容
や
求
め
る
人
材
な
ど
担

当
者
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

メ
モ
を
取
っ
た
。

市
内
で
の
就
職
を
希
望
す
る

菅
原
諒

り

音
お

さ
ん

は
「
製
造

関
連
企
業
へ
の
就
職
を
希
望
し

て
い
る
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
食

品
産
業
に
も
興
味
が
湧
い
た
」

と
話
し
た
。

ジ
ョ
ブ
・
フ
ェ
ア
は
、
高
校

生
ら
の
地
元
就
職
支
援
を
目
的

に
、
市
と
地
元
職
業
安
定
所
な

ど
が
毎
年
夏
に
開
催
し
て
い

る
。映
像
製
作
は
初
の
試
み
で
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
市
内
４
高
校
な
ど
に

配
布
し
た
。
動
画
投
稿
サ
イ
ト

の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
公
開
し

て
お
り
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

栗
原
市
製
作

一
迫
商
高
生
が
視
聴
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中
学
受
験
・
夏
休
み
対
策

計画的に問題触れて

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
小
学
校
の
夏
休
み
が
大

幅
に
短
く
な
っ
た
。
中
学
受
験

を
考
え
て
い
る
家
庭
へ
の
影
響

は
、
と
て
も
大
き
い
。

夏
休
み
は
、
し
っ
か
り
小
学

校
の
学
習
内
容
を
終
え
て
弱
点

克
服
に
時
間
を
か
け
、
過
去
問

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
始
め
る
時
期

で
あ
る
。
今
年
は
今
ま
で
と
は

違
う
対
策
が
必
要
だ
。

ま
ず
は
学
習
時
間
を
確
保
し

よ
う
。
従
来
の
夏
休
み
に
受
験

勉
強
に
当
て
ら
れ
た
時
間
を
、

７
〜
９
月
の
３
カ
月
か
け
て
満

遍
な
く
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
夏

休
み
に
入
っ
て
か
ら
で
は
遅

く
、
今
か
ら
本
格
的
な
受
験
勉

強
を
始
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ

し
て
、
夏
休
み
が
明
け
て
か
ら

も
継
続
し
て
学
習
時
間
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。

夏
休
み
中
は
、
学
校
で
授
業

が
あ
る
時
と
同
じ
時
間
の
使
い

方
を
し
た
方
が
良
い
。
い
つ
も

と
同
じ
時
間
に
起
き
て
、
学
校

の
時
間
割
の
よ
う
に
や
る
こ
と

を
決
め
て
学
習
し
て
ほ
し
い
。

そ
れ
に
は
計
画
が
必
要
だ
。

何
の
テ
キ
ス
ト
を
、
ど
ん
な
目

的
で
い
つ
や
る
の
か
決
め
よ

う
。
何
と
な
く
学
習
を
す
る
の

で
は
な
く
、
や
る
こ
と
を
決
め

て
、
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
で

き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
問
題
に

触
れ
る
こ
と
が
大
事
だ
。

夏
ご
ろ
か
ら
、
本
格
的
に
適

性
検
査
型
の
入
試
問
題
に
取
り

掛
か
る
生
徒
が
多
い
。
受
験
校

の
過
去
問
で
出
題
の
ポ
イ
ン
ト

や
特
徴
を
把
握
し
、
後
半
戦
の

受
験
勉
強
に
向
け
て
の
課
題
や

学
習
計
画
の
見
直
し
を
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

作
文
の
対
策
も
、
本
格
的
に

始
め
よ
う
。
書
い
た
ら
必
ず
添

削
し
て
も
ら
い
、
第
三
者
が
読

ん
で
も
内
容
が
伝
わ
る
か
確
認

し
て
も
ら
お
う
。

年
度
初
め
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
が
起
こ
り
、
学
習
計
画
が

立
て
に
く
い
。
夏
に
今
ま
で
の

学
習
を
カ
バ
ー
し
よ
う
と
、
無

理
を
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
も
大
事
だ
。
保
護
者
は
志

望
校
に
向
か
っ
て
頑
張
る
子
ど

も
を
励
ま
し
、
時
に
は
息
抜
き

の
時
間
を
用
意
す
る
な
ど
し

て
、
こ
の
夏
を
乗
り
切
っ
て
ほ

し
い
。

（
進
学
プ
ラ
ザ
グ
ル
ー
プ
第
一

事
業
部
・
阿
部
智
則
部
長
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖
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①
及お

い

川か
わ

拓た
く

海み

さ
ん
は
災さ

い

害が
い

へ
の
備そ

な

え
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

必ひ
つ

要よ
う

と
考

か
ん
が

え
て
い
ま
す
か
。

（

）

②
木き

の

下し
た

巧こ
う

大だ
い

さ
ん
は
会か

い

員い
ん

制せ
い

交こ
う

流
り
ゅ
う

サ
イ
ト

Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
使つ

か

っ

た
防ぼ

う

災さ
い

に
関か

ん

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
分ぶ

ん

析せ
き

し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
知し

り
ま
し
た
か
。

（

）

（
小
学
校
高
学
年
、
中
学
生
、
高
校
生

／
朝
の
会
、
防
災
教
育
）

（2020年６月９日朝刊）

東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

から約
やく

年になりますが、震災の経
けい

験
けん

を生
い

かして災害への対
たい

策
さく

をしていくことが大
たい

切
せつ

で

す。及川さんも木下さんも

被
ひ

災
さい

経験を教
きょう

訓
くん

に、防災

の課
か

題
だい

をそれぞれ意
い

識
しき

して

いることは素
す

晴
ば

らしいです

ね。皆
みな

さんもぜひ、防災に

ついて考えてみましょう。

（日
に

本
ほん

新
しん

聞
ぶん

協
きょう

会
かい

ＮＩＥア

ドバイザー・県
けん

図
と

書
しょ

館
かん

主
しゅ

幹
かん

坂
さか

本
もと

謙
けん

）

答
え
は

日
の

朝
刊
に

又又又又俣
末
末
末
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末
末
末
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末
末
末
末
末
末
末

抹

●
８
月

日
（
金
）

わ
く
や
夏
ま
つ
り
（
涌
谷
町

本
町
）

●
９
月

日
（
日
）

第

回
長
沼
レ
ガ
ッ
タ
（
登

米
市
迫
町
）

●

月

日
（
日
）

第

回
白
石
市
民
体
育
大
会

（
白
石
市
・
白
石
川
緑
地
陸
上

競
技
場
）
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感
染
拡
大
に
伴
う

中
止
イ
ベ
ン
ト

秋の山唄全国大会

コロナ受け中止に
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⊃

涌

谷

新型コロナウイルスの感染

拡大防止のため、涌谷町は

月 、 日に町勤労福祉セン

ターで開催予定だった「第

回秋の山唄
うた

全国大会」を中止

した。

山唄は五穀豊
ほう

穣
じょう

を祈る民

謡。例年、一般など３部門に

全国から100人超が出場して

いた。

1985年に始まり、 年の第

４回大会は昭和天皇の重篤に

より中止。東日本大震災が発

生した2011年は開催した。
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制球に自信１安打完封

佐

沼

０
０
０

１
２
０

０

３

仙

台

１
１
１

０
１
０

▽
４
回
戦
（
鹿
島
台
中
央
）

（
七
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

【
評
】
仙
台
が
終
盤
に
突
き
放

し
た
。
３
｜
３
の
五
回
に
大
久
保

の
中
犠
飛
で
勝
ち
越
し
。
七
回
は

加
藤
の
３
点
三
塁
打
な
ど
で
６
点

を
挙
げ
、
勝
負
を
決
め
た
。
佐
沼

は
中
盤
に
３
点
差
を
追
い
付
く
粘

り
を
見
せ
た
が
、
連
投
の
先
発
菅

原
が
力
尽
き
た
。

仙
台
・
加
藤
（
七
回
無
死
満
塁
、

走
者
一
掃
の
右
中
間
三
塁
打
を
放

つ
）
「
ピ
ン
チ
を
し
の
い
だ
後
の

い
い
流
れ
で
、
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

し
切
ろ
う
と
打
席
に
入
っ
た
。
投

球
数
制
限
の
あ
る
投
手
に
も
チ
ー

ム
に
も
コ
ー
ル
ド
勝
ち
は
大
き

い
」

第
３
シ
ー
ド
仙
台
城
南
を
破
っ
て

勢
い
に
乗
る
仙
台
に
、
必
死
に
食
ら

い
付
い
た
。
佐
沼
が
中
盤
ま
で
接
戦

に
持
ち
込
ん
だ
の
は
、
連
投
と
な
っ

た
菅
原
の
力
投
に
、佐
々
木
智
主
将
、

佐
々
木
幹
の
二
遊
間
を
中
心
と
し
た

バ
ッ
ク
が
も
り
立
て
た
か
ら
だ
。

七
回
、
同
点
機
を
つ
ぶ
し
た
後
は

相
手
の
勢
い
を
止
め
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
県
北
の
伝
統
校
は
潔
く
散
っ

た
。シ

ニ
ア
や
ボ
ー
イ
ズ
と
い
っ
た
中

学
か
ら
硬
式
を
経
験
す
る
選
手
が
増

え
る
中
、
佐
沼
は
近
隣
の
中
学
校
の

軟
式
野
球
部
出
身
者
が
ほ
と
ん
ど
。

佐
々
木
智
主
将
も
そ
の
一
人
。
栗
原

市
金
成
中
３
年
で
全
国
大
会
を
経
験

し
て
い
る
。

小
学
６
年
の
時
、
夏
の
宮
城
大
会

で
準
優
勝
し
た
佐
沼
に
憧
れ
を
抱
い

た
。「
文
武
両
道
で
い
い
学
校
だ
な
」。

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
下
級
生
の
時
か

ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
プ
レ
ー
し
た
。

就
任
５
年
目
の
松
井
監
督
は
基
本

的
に
練
習
中
は
口
を
挟
ま
な
い
。「
お

涙
ち
ょ
う
だ
い
の
高
校
野
球
は
嫌

い
。
選
手
が
楽
し
い
と
思
わ
な
い

と
」
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
に
い
る
リ

ー
ダ
ー
が
練
習
内
容
を
決
め
、
頼
ま

れ
な
け
れ
ば
監
督
が
ノ
ッ
ク
を
打
つ

こ
と
も
な
い
。
練
習
自
粛
を
強
い
ら

れ
た
時
期
も
主
将
を
中
心
に
ま
と
ま

り
、
３
年
生
は
一
人
も
引
退
し
な
か

っ
た
。

休
校
中
、
松
井
監
督
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
と
、
ス
パ

イ
ク
の
跡
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
「
も
し
か
し
た
ら
来
て
い
た

の
か
な
」
。
整
備
用
具
の
ト
ン
ボ
を

介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、

こ
の
ご
時
世
な
ら
で
は
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

（
剣
持
雄
治
）

佐沼潔く散る

主
将
中
心
に
ま
と
ま
り
奮
闘

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
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√
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√
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√
√
√
√
√
√
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√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
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√
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√
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√
√
√
√
√

≫

仙
台
一
な
ど
８
強

東
北
地
区
高
校
野
球
宮
城
大

会
は

日
、
石
巻
市
民
、
蔵
王

両
球
場
、
鹿
島
台
中
央
野
球
場

で
４
回
戦
５
試
合
が
あ
り
、
仙

台
育
英
、
仙
台
一
、
仙
台
、
利

府
、
東
陵
が
準
々
決
勝
進
出
を

決
め
た
。
第
２
シ
ー
ド
の
仙
台

商
は
姿
を
消
し
た
。

仙
台
育
英
は
気
仙
沼
に

｜

０
で
五
回
コ
ー
ル
ド
、
仙
台
一

は
登
米
に
７
｜
０
で
八
回
コ
ー

ル
ド
、
仙
台
は
佐
沼
に

｜
３

で
七
回
コ
ー
ル
ド
で
そ
れ
ぞ
れ

勝
っ
た
。
利
府
は
仙
台
南
を
６

｜
２
で
下
し
、
東
陵
は
仙
台
商

を
５
｜
０
で
破
っ
た
。

鹿
島
台
中
央
野
球
場
で
予
定

さ
れ
た
仙
台
東
｜
古
川
工
は

雨
に
よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
態
不

良
の
た
め

日
に
延
期
さ
れ

た
。

日
は
石
巻
市
民
球
場
で
４

回
戦
の
残
り
３
試
合
が
あ
り
、

ベ
ス
ト
８
が
出
そ
ろ
う
。

仙

台

育

英

｜
０

気

仙

沼

仙

台

一

７
｜
０

登

米

仙

台

｜
３

佐

沼

利

府

６
｜
２

仙

台

南

東

陵

５
｜
０

仙

台

商

▽
４
回
戦

上
が
１
塁
側

（

）

仙

台

東
｜
古

川

工

８
時

分

（

）

柴

田
｜
東
北
学
院

時

分

（

）

東

北
｜
石

巻

時

分

▽
４
回
戦
（
石
巻
市
民
）

序盤攻勢

利府快勝

仙台終盤突き放す
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

仙
台
商

０
０
０

０
０
０

０
０
０

０

東

陵

２
０
０

２
０
１

０
０
×

５

▽
４
回
戦
（
石
巻
市
民
）

【
評
】
東
陵
は
主
戦
佐
藤
柳
が

１
安
打
完
封
。
直
球
に
伸
び
が
あ

り
、

奪
三
振
と
圧
巻
の
投
球
だ

っ
た
。
打
線
は
一
回
に
大
沼
の
適

時
打
な
ど
で
２
点
を
先
取
。
四
回

も
２
点
を
加
え
て
優
位
に
進
め

た
。
仙
台
商
は
反
撃
の
糸
口
が
つ

か
め
な
か
っ
た
。

仙
台
商
・
千
葉
主
将
（
８
強
進

出
な
ら
ず
）
「
打
倒
私
学
を
目
標

に
し
て
き
た
が
、
実
力
の
な
さ
を

実
感
し
た
。
後
輩
に
は
甲
子
園
出

場
を
狙
っ
て
ほ
し
い
」

東
陵
｜
仙
台
商

仙
台
商
打
線
を
１
安
打
完
封
し
た
東
陵
の
主
戦
佐
藤
柳

左
腕
の
独
壇
場
だ
っ
た
。
東
陵
は
佐
藤
柳
が
仙
台

商
打
線
を
１
安
打
に
封
じ
て
８
強
入
り
を
決
め
た
。

振
り
か
ぶ
っ
て
か
ら
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
構
え
か

ら
、
一
気
に
腕
を
振
り
下
ろ
す
。
最
速
は
１
４
０
㌔

に
迫
る
だ
け
に
、
打
者
に
と
っ
て
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が

取
り
づ
ら
い
。
こ
の
日
は
ス
ラ
イ
ダ
ー
も
切
れ
て
相

手
打
線
を
手
玉
に
取
っ
た
。

四
死
球
は
二
つ
。
４
度
の
フ
ル
カ
ウ
ン
ト
の
場
面

も
強
気
を
通
し
た
。
「
制
球
に
は
自
信
が
あ
る
。
厳

し
い
コ
ー
ス
で
勝
負
し
た
の
が
良
か
っ
た
」
。
二
塁

を
踏
ま
せ
な
い
完
璧
な
投
球
だ
っ
た
。

七
ケ
浜
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
時
代
は
チ
ー
ム
３
番
手
の

投
手
で
、
公
式
戦
登
板
な
し
。
そ
れ
で
も
東
陵
に
練

習
参
加
し
た
時
、千
葉
監
督
に
見
初
め
ら
れ
て
進
学
。

１
年
秋
か
ら
主
戦
を
務
め
て
き
た
。

昨
夏
の
宮
城
大
会
は
３
回
戦
敗
退
。
そ
の
後
は
投

げ
込
み
の
量
を
増
や
し
て
制
球
力
を
磨
い
て
き
た

打
者
の
手
元
で
ぐ
っ
と
伸
び
る

い
い
投
手
に
な
っ

て
き
た

千
葉
監
督
か
ら
も
絶
大
の
信
頼
を
得
る

１
安
打
完
封
は
自
身
初

し
か
し

佐
藤
柳
は

投

げ
て
い
る
間
は
気
に
し
な
か
っ
た

次
戦
も
チ
ー
ム

が
勝
て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

あ
く
ま
で
も
冷
静

に

チ
ー
ム
の
勝
利
だ
け
を
狙
う

斎
藤
大
輝

仙台商 打安点
高 田４００
松 本３００

打 東海林１００
千 葉３００
渡 ３００
浜 田３１０
柳 沢３００
佐 藤３００
吉 田３００
平 片０００

打 小 松１００
投 斎 １００

又又又又又又又又
計 １０

東 陵 打安点
姉 崎４２１
村 上３００

左宍 戸４３０
大 沼３１１
佐藤佳４１０
梅 沢３１０
高 橋４１０

中 阿 部０００
平 間３１０
佐藤柳４１１

又又又又又又又又
計 ３

平間、佐藤柳
１時間 分
仙 ２００３２３
振球犠盗失併残
東２１３２００７

利 府 打安点
針 生５３０
後 藤２１２
新 田４００
郷右近２２０
日 野４２４
高橋和４００
東海林４２０
桜 井３００
長 岡３００

打 高橋元１００
投 茂 木０００

又又又又又又又又
計 ６

仙台南 打安点
中 沢３００
成 沢４１１
井 上３００
三田村３１１
高 瀬４１０
高 木３１０
瀧 場４１０
松 川４００
居 村３００

又又又又又又又又
計 ５２

日野（高木）
針生２ 日野、
瀧場、高瀬 三田
村
２時間 分
利３４２１２１５
振球犠盗失併残
仙３３１００２６

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

登 米 打安点
小野寺４２０

二三 田３００
千 葉３２０

投佐藤健３００
今 野３００
佐藤拓３００
菅 原２００
大 泉３００

右内 海３１０
又又又又又又又又

計 ５０

仙台一 打安点
左山 口５１０
山 本４１２
三 好４２０
東 ４１０

走二小 池０００
武 藤３００
唯 野３１０
佐 藤３２０
森 ４２２
篠 村３１１

打 杉 原０００
走 大 友０００

又又又又又又又又
計 ５

森 小野寺２、
内海、三好、山本
１時間 分

登６２０１３０５
振球犠盗失併残

仙２４１２０１９

気仙沼 打安点
遠 藤２００
佐藤快２００
佐々木２００
小 山２００
佐藤匠１００
赤 間２００
菊 田２１０
川 村２００
千 葉０００

打右茂 木１００
又又又又又又又又

計 １０

仙台育英 打安点
田 中２１０

左宮 本３３５
佐々木４１３
入 江２２０

一石 川２００
鈴木滉２００

右 佐藤廉１００
小野寺２１０
阿 部０００

打 佐藤駿１１０
投 風 岡０００
打二塩 田１１１
二 倉 島１００
走 平 松０００
松 本２０１

投 尾 形１００
又又又又又又又又

計

佐々木（赤間）
田中、宮本 入

江、菊田 佐藤快
赤間３
１時間 分

気７３００１０４
振球犠盗失併残

仙３５１５００６

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末 利府―仙台南 ２回表利府無死一塁、日

野が左越えに先制の２点本塁打を放つ

利

府

０
２
３

０
０
０

１
０
０

６

仙
台
南

０
０
０

１
０
０

０
１
０

２

▽
４
回
戦
（
蔵
王
）

【
評
】
利
府
が
逃
げ
切
っ
た
。

二
回
に
日
野
が
先
制
の
２
点
本

塁
打
を
放
つ
と
、
三
回
も
日
野

の
２
点
二
塁
打
な
ど
で
３
点
を

加
え
て
序
盤
に
主
導
権
を
握
っ

た
。
仙
台
南
は
八
回
の
満
塁
機

で
１
得
点
に
終
わ
っ
た
の
が
痛

い
。

○
…
日
野
、
自
画
自
賛
の
一
発

利
府
は
５
番
日
野
が
４
打
点

の
大
当
た
り
。
二
回
の
第
１
打

席
は
公
式
戦
初
本
塁
打
。
内
角

の
直
球
を
左
越
え
に
運
び
、「
完

璧
な
当
た
り
」
と
自
画
自
賛
す
る

一
振
り
だ
っ
た
。
「
先
発
の
長
岡

が
頑
張
っ
て
い
た
の
で
応
え
た
か

っ
た
」
。
三
回
に
も
２
点
二
塁
打

を
放
ち
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
む
左

腕
に
追
加
点
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
。公

立
の
強
豪
校
は
昨
秋
の
県
大

会
で
、
ま
さ
か
の
地
区
予
選
敗
退
。

巻
き
返
し
を
期
し
た
春
の
県
大

会
は
な
く
な
り
、
今
大
会
は
ノ

ー
シ
ー
ド
で
臨
む
。
日
野
は
捕

手
と
し
て
も
投
手
の
良
さ
を
引
き

出
す
「
扇
の
要
の
よ
う
な
存
在
」

（
間
橋
監
督
）
。
捕
手
が
活
躍
す

れ
ば
チ
ー
ム
も
波
に
乗
っ
て
く

る
。仙

台
南
・
三
田
村
主
将
（
チ
ー

ム
を
引
っ
張
る
）
「
相
手
の
打
力

に
押
さ
れ
、
一
歩
及
ば
な
か
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

３
年
生
の
半
分
以
上
は
大
会
前
に

部
活
を
辞
め
て
し
ま
っ
た
が
、
今

日
も
ス
タ
ン
ド
で
見
守
っ
て
く
れ

て
心
強
か
っ
た
」

仙
台
一
が

着
々
加
点

登

米

０
０
０

０
０
０

０
０

０

仙
台
一

０
１
０

０
０
３

０

７

▽
４
回
戦
（
蔵
王
）

（
八
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

【
評
】
仙
台
一
が
コ
ー
ル
ド
勝

ち
。
二
回
に
篠
村
の
中
前
適
時
打

で
先
制
す
る
と
、
六
回
は
森
の
左

越
え
２
点
三
塁
打
な
ど
で
３
点
、

八
回
に
も
３
点
を
加
え
試
合
を
決

め
た
。
篠
村
は
投
げ
て
も
８
回
無

失
点
。
登
米
は
序
盤
の
好
機
を
生

か
せ
ず
、
中
盤
以
降
は
打
線
が
沈

黙
し
た
。

○
…
篠
村
、
投
打
で
活
躍

仙

台
一
は
先
発
篠
村
が
投
打
で
勝
利

に
貢
献
し
た
。
序
盤
、
得
点
圏
に

走
者
を
背
負
う
苦
し
い
投
球
が

続
い
た
が
、
四
回
以
降
は
最
速

１
４
４
㌔
の
直
球
で
押
し
て
許

し
た
走
者
は
２
人
の
み
。
右
腕
は

「
投
げ
る
ご
と
に
体
が
温
ま
り
、

真
っ
す
ぐ
が
走
っ
た
」
と
満
足
そ

う
だ
。

打
っ
て
は
二
回
２
死
一
、
三
塁

で
打
席
へ
。
「
序
盤
で
何
と
し
て

も
１
点
欲
し
か
っ
た
」
と
い
う
一

振
り
は
、
高
め
に
甘
く
入
っ
た
直

球
を
中
前
へ
運
ぶ
。
貴
重
な
先
制

点
を
自
ら
の
バ
ッ
ト
で
も
た
ら
し

た
。昨

年

月
に
右
足
を
疲
労
骨

折
。
冬
は
水
泳
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

バ
イ
ク
で
下
半
身
を
強
化
し
、
休

校
明
け
に
球
速
が
６
㌔
上
が
っ

た
。
昨
秋
と
同
じ
８
強
入
り
を
果

た
し
「
秋
は
自
分
に
弱
さ
が
出
て

負
け
た
。
今
度
こ
そ
悔
し
さ
を
晴

ら
す
」
と
力
を
込
め
た
。

登
米
・
三
田
投
手
（
主
戦
と
し

て
力
投
も
実
ら
ず
）
「
今
大
会
は

肩
を
痛
め
て
い
た
が
、
低
め
の
直

球
が
決
ま
っ
て
い
た
。
バ
ッ
ク
に

迷
惑
を
掛
け
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

の
支
え
に
感
謝
し
た
い
」

仙
台
育
英

点
圧
倒

気

仙

沼

０
０
０

０
０

０

仙
台
育
英

１
４
２

０

▽
４
回
戦
（
石
巻
市
民
）

（
五
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

【
評
】
仙
台
育
英
が
３
戦
連
続

の
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
一
回
に
宮
本

の
犠
飛
で
先
制
す
る
と
、
二
回
は

再
び
宮
本
の
２
点
三
塁
打
な
ど
で

４
得
点
。
五
回
は
佐
々
木
の
右
越

え
３
点
本
塁
打
で
試
合
を
決
め

た
。
気
仙
沼
は
菊
田
の
二
塁
打
の

み
。
仙
台
育
英
の
３
投
手
に
封
じ

ら
れ
た
。

〇
…
小
山
主
将
、
劣
勢
で
も
チ

ー
ム
鼓

気
仙
沼
は
仙
台
育
英

の
猛
攻
の
前
に
、
４
回
戦
で
姿
を

消
し
た
。
劣
勢
で
も
小
山
主
将
は

「
ピ
ン
チ
も
ス
マ
イ
ル
で
い
こ
う
」

「
大
丈
夫
」
な
ど
と
チ
ー
ム
を
鼓

し
続
け
た
。

３
年
生
が
６
人
だ
け
の
チ
ー
ム

は
後
輩
の
助
け
も
借
り
、
こ
こ
ま

で
勝
ち
進
ん
で
き
た
。
五
回
に
は

３
年
菊
田
の
二
塁
打
で
得
点
機
を

つ
く
り
、
ベ
ン
チ
も
盛
り
上
が
っ

た
。夏

の

強
は
６
年
ぶ
り
。
「
強

い
相
手
に
も

は
あ
る
。
後
輩
た

ち
は
経
験
を
生
か
し
、
今
日
の
よ

う
な
強
者
に
か
み
つ
く
と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
て
戦
っ
て
ほ
し
い
」。

小
山
主
将
は
涙
を
見
せ
な
か
っ

た
。仙

台
育
英
・
風
岡
投
手
（
公
式

戦
初
登
板
で
１
回
無
失
点
）
「
初

の
ベ
ン
チ
入
り
で
良
い
思
い
出
に

な
っ
た
。
緊
張
し
た
が
、
み
ん
な

が
和
ま
せ
て
く
れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
投
げ
ら
れ
た
。
次
戦
も
出
ら

れ
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
し
っ
か

り
準
備
し
た
い
」

乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳

匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂

県
高
校
総
体
代
替
大
会

男
子

し

女
子
は
聖
和
学
園

県
高
校
総
合
体
育
大
会
の
代

替
大
会
は

日
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
２
競
技

が
あ
っ
た
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

男
子
は
利
府
、
女
子
は
聖
和

学
園
が
そ
れ
ぞ
れ
制
し
た
。
軟

式
野
球
の
準
々
決
勝
２
試
合
は

雨
の
た
め

日
に
順
延
に
な
っ

た
。

仙

台

商

｜

宮

城

工

仙

台

西

｜

仙

台

東

東

北

｜

塩

釜

仙

台

城

南

｜

仙

台

仙

台

二

｜

仙

台

向

山

仙

台

一

｜

古

川

富

谷

｜

宮

城

広

瀬

仙

台

育

英

｜

東

北

学

院

仙

台

三

｜

泉

館

山

利

府

｜

仙

台

商

東

北

｜

仙

台

西

（

〜

日
・
仙
台
市
宮
城
野
体
育
館
ほ

か
）▽

男
子
１
回
戦

▽
２
回
戦

泉

松

陵

｜

仙

台

城

南

古

川

工

｜

仙

台

二

仙

台

南

｜

仙

台

一

富

谷

｜

名

取

北

仙

台

育

英

｜

古

川

学

園

聖

和

学

園

｜

仙

台

三

利

府

｜
８

東

北

古

川

工

｜

泉

松

陵

仙

台

南

｜

富

谷

聖

和

学

園

｜

仙

台

育

英

利

府

｜

古

川

工

聖

和

学

園

｜

仙

台

南

《》

「」

利

府

｜
６
｜
８

聖
和
学
園

聖

和

学

園

｜

富

谷

宮

城

一

｜

涌

谷

古

川

黎

明

｜
４

宮

城

広

瀬

古

川

学

園

｜
５

仙

台

三

桜

仙

台

西

｜
３

仙

台

二

華

仙

台

南

｜
５

泉

館

山

仙

台

東

｜
０

佐

沼

仙

台

商

｜
７

塩

釜

聖

和

学

園

｜
６

宮

城

一

古

川

黎

明

｜
８

古

川

学

園

仙

台

南

｜

仙

台

西

仙

台

商

｜
７

仙

台

東

聖

和

学

園

｜
９

古

川

黎

明

仙

台

南

｜

仙

台

商

《》

「」

聖
和
学
園

｜
７
｜
６

仙

台

南

▽
準
々
決
勝

▽
準
決
勝

▽
決
勝

▽
女
子
１
回
戦

▽
準
々
決
勝

▽
準
決
勝

▽
決
勝

日
の答

え
だ
よ
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∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

⊃

①及
おい

川
かわ

拓
たく

海
み

さんは災
さい

害
がい

への備
そな

え

としてどのようなことが必
ひつ

要
よう

と

考
かんが

えていますか。

（避
ひ

難
なん

所
じょ

は子
こ

どもから高
こう

齢
れい

者
しゃ

ま

で集
あつ

まるので、さまざまな世
せ

代
だい

が参
さん

加
か

する形
かたち

の運
うん

営
えい

訓
くん

練
れん

をする

こと）

②木
きの

下
した

巧
こう

大
だい

さんは会
かい

員
いん

制
せい

交
こう

流
りゅう

サ

イト（ＳＮＳ）を使
つか

った防
ぼう

災
さい

に

関
かん

するアンケートを分
ぶん

析
せき

して、

どのようなことを知
し

りました

か。

（家
か

庭
てい

の食
しょく

料
りょう

備
び

蓄
ちく

が進
すす

んでいな

いこと）

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

催

し

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

募

集

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

無

料

相

談
日

◇
異
業
種
交
流
会
「
仙
台
は
な
も

く
七
三
会
」
例
会

日
午
後
６
時

半
、
仙
台
市
青
葉
区
・
東
北
学
院
サ

テ
ラ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。
エ
フ
エ

ム
た
い
は
く
代
表
取
締
役
の
野
田
紀

子
さ
ん
が
「
エ
フ
エ
ム
た
い
は
く
の

代
表
に
な
る
経
緯
と
現
在
ま
で
」
と

題
し
話
す
。
八
木
さ
ん
０
７
０
（
６

６
２
３
）
５
１
０
８
。

◇
仙
台
傾
聴
の
会
「
傾
聴
サ
ロ
ン
」

８
月
１
日
は
仙
台
市
青
葉
区
・
市

福
祉
プ
ラ
ザ
、
９
日
は
名
取
市
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、

日
は
岩
沼

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ｉ
あ
い
プ

ラ
ザ
、

日
は
塩
釜
市
公
民
館
本

町
分
室
、
い
ず
れ
も
午
前

時
〜

午
後
３
時
。
同
会
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
個
別
に
対
応
す
る
。
参
加
無
料
、

要
予
約
。
申
し
込
み
は
森
山
さ
ん
０

９
０
（
６
２
５
３
）
５
６
４
０
。
電

話
相
談
に
も
応
じ
、
毎
週
火
・
木
・

土
曜
は
午
前

時
〜
午
後
５
時
、
相

談
番
号
０
８
０
（
３
１
９
９
）
４
４

８
１
。
月
・
水
・
金
曜
は
午
前

時

〜
午
後
４
時
、
０
７
０
（
２
０
２
５
）

８
９
４
７
。
こ
の
電
話
が
つ
な
が
ら

な
い
場
合
は
０
７
０
（
２
０
２
５
）

８
２
０
０
、
０
９
０
（
６
２
５
３
）

５
６
４
０
へ
。
問
い
合
わ
せ
は
村
上

さ
ん
０
７
０
（
２
０
２
５
）
８
２
０

０
。◇

み
や
ぎ
県
民
サ
ポ
ー
ト
事
業
協

同
組
合

日
午
前

時
〜
正
午
、

仙
台
市
泉
区
・
市
泉
中
央
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
。
成
年
後
見
、
相
続
、
遺

言
、
許
認
可
な
ど
の
相
談
に
行
政
書

士
が
応
じ
る
。
申
し
込
み
は
同
セ
ン

タ
ー
０
２
２
（
３
７
３
）
１
２
８
５

へ
。▽

利
府
町
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
利
府

（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
も
受
け
付
け
、

午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

献
血
ル
ー
ム

〜
４
時

分
）
▽
東
松
島
市
・
イ
オ

ン
タ
ウ
ン
矢
本
（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登

録
も
受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）
▽

気
仙
沼
市
・
イ
オ
ン
気
仙
沼
店
（
午

前

時
〜

時

分
・
午
後
１
〜
４

時
）▽

杜
の
都
献
血
ル
ー
ム
Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）
▽
献
血
ル
ー
ム
ア
エ
ル

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

仙台―佐沼 ５回
裏、佐沼のピンチ
で主戦菅原（左）
を励ます佐々木智
主将
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佐 沼 打安点
佐々木歩２００

二及 川３００
遊佐々木智２００
投佐々木幹３１１
桜 田２００
首 藤３１０
菅 原３１０

投 大 友０００
一 伊 藤０００
米 倉３１１
福 泉２０１

又又又又又又又又
計 ４３

仙 台 打安点
金 井４１０
岩 垂３１０
西 野３１０
加 藤４３３
大久保１１２
鎌 田４２１
豊 口４２２
藤 原２００

捕 大 橋１００
倉 田４２２

又又又又又又又又
計

倉田、鎌田、米
倉、加藤 佐々木
幹 大橋 鎌田
１時間 分

佐８３０２１０２
振球犠盗失併残
仙７２４２０２７

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
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